
通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

１
８５

Ａ
１

文政１０年
（１８２７年）・丁亥

袖玉武鑑　全
○須原屋茂兵衛
●記載なし

江戸幕府役職名簿　懐中版。 丁数７２枚
原
本

横
半

1 上：１１４

２
１

Ａ
１

なし　　５月 書状
鍋島加賀守と倅家督の事

○太田備中守資愛
●松平肥前守

鍋島加賀守隠居の申し出、願いの通り許可された。そして家督の件、倅
の麟太郎に申しつけられた。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

３
８８

Ａ
３

文化１５年４月
（１８１８年）・戊寅

一札之事
○峯村：又助、外１０名連印、古横町：市左衛門
外３名連印、天王町：伊左衛門　外６名連印
●（服部）左内

博奕、賭けの諸勝負の禁止は前々より承知のところであるが、猶一層心
掛け、地主へも迷惑かけぬよう約す。

原
本

状 1 上:１１４

４
２

Ｃ
１

寛政２年１２月２９日
（１７９０年）・庚戌

戌御年貢皆済目録
○川原町名主：惣右衛門
●沢川左内

沢川左内家高：１６石２斗１升２合、①納辻米：７石２斗５升７合（米１７俵）
口米を考慮して計６石５斗９升２合、この有高６斗６升５合、この代金２分８
８６文②金４両３１０文入用、③金１分１５７文、〆金４両３分２朱・６２７文、
内訳l小以９両２８９文となり、差引き４両３９２文の過納（還付金）となる。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

５
３

Ｃ
１

寛政４年２月
（１７９２年）・子

亥御年貢皆済目録
○川原町名主
●沢川左内

①高１６石２斗１升２合、納合６石１斗５升６合、蔵入・口米合：７石４合、残
８斗４升８合、過納：金１両１分、残り６４文、②入用：金４両１分、残り３６４
文、内、金１両５分と残り６４文過納分を引き、残り金３両・銭２９２文、差引
金２両１分２朱、残り６１６文過納。

虫喰い目立
つ

原
本

状 1 上:１１４

６
５

Ｃ
１

寛政４年１２月
（１７９２年）・壬子

子御年貢割付
○金谷地方
●左内

家高４４石５升１合、諸色等引き、残高２３石４斗、この取米（年貢）１０石４
斗２升３合、外、８斗３合出目、納合：１１石２斗２升６合、米４石１斗４升１
合、管高入用。

原
本

状 1 上:１１４

７
７

Ｃ
１

寛政６年１０月
（１７９４年）・寅

寅御年貢并入用
○欠
●左内

左内：家高、１６石２斗１升２合、納辻５石５斗４升５合、御蔵納・米・籾・６
石８斗５升6合、残米１石3斗１升１合過納、この代金１両・１貫４２０文、外
に、入用として３両３分、銭８４５文、両役１貫３０１文、過納代差引２両３
分・銭７２６文、初納１両、残り１両３分、銭７２文。

原
本

状 1 上:１１４

８
８

Ｃ
１

寛政６年１２月
（１７９４年）・甲寅

皆済目録
○金谷地方
●左内

納合：１２石７合、草高入用外合：１９石４斗４合、御蔵納等：９石7斗５升、
残米：９石６斗５升４合、この代金９両、永１０７文５分、寅４月、外出金合：
７両１分、永２２８文８分、差引残金：１両２分、永１２８文７分、以上皆済。

原
本

状 1 上:１１４

撮
影

地区番号：９　地区名：金谷町　服部家文書目録

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

９
４

Ｃ
１

寛政６年１2月２５日
（１７９４年）・甲寅

覚　亥・子・丑年貢
（皆済状）

○川原町
●沢川左内

・高１６石２斗１升２合、納辻６石１斗５升６合、差引米８斗４升８合、この代
金１両１分・銭６４文、・入用：金４両・３００文、・両役：金１分６２文、差引：
金３両、銭２９２文、初納等引、残金：２両１歩２朱、永１１１文８分過納、・
子年分、納辻５石５斗４升５合、残米：６斗３升７合、代金３分１２３０文、計
４両３分５００７文、外差引永３０文４分不足、・丑年分納辻５石７斗８升９
合、残米２石２斗３合、差引：金１両２分、永１０５文６分不足。

原
本

状 1 上:１１４

１０
９

Ｃ
１

寛政７年１２月２６日
（１７９５年）・乙卯

卯御年貢差引書
○金谷町地方
●左内

納合１２石７合、草高入用：合１９石３斗１升５合、蔵米等７石１升８合差引
残米１２石２斗９升４合、この代金１６両、永１７６文３分２厘、内金：５両３
分、永１４５文２分２厘、以上皆済。

原
本

状 1 上:１１４

１１
１１

Ｃ
１

享和元年１２月２９日
（１８０１年）・辛酉

酉皆済目録
○河原町会所
●記載なし

・納辻：６石６斗８升３合、差引１石８升３合不足、代金１両１分、銭６９１文・
入用：金３両３分・銭４０８文、２口合：金５両１分２朱・銭３５文、金５両２分
憂取、銭８０１文返す。以上皆済。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

１２
１２

Ｃ
１

享和２年閏正月
（１８０２年）・亥

戌御年貢割付　沢川
左内　（端裏書）享和２年
戌皆済目録　河原町

○河原町会所
●沢川左内

①左内家高：１６石２斗１升２合、この有高：１１石７斗６合、この取米（年
貢）：５石3斗９升３合、これに出目・口米を加え、納辻５石８斗６升２合、こ
の中から蔵入分９石６升４合を差引く、結局３石２斗２合、代金３両３分・銭
４０２文の納め過ぎとなる。②入用（町財源）：金３両１分・銭５４文、これよ
り、①＋②＝－金２分・銭３４４文、つまり還付金となる。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

１３
１３

Ｃ
１

文化元年１２月
（１８０４年）・子

子御年貢割付
○河原町
●沢川左内

左内家高１６石２斗１升２合、この有高１１石７斗６合、この取米（年貢）５石
３斗９升3合、これに出目・口米を加え、納辻：５石８斗６升２合、これより
米・籾２口：６石６斗６升、これを差引－７斗９升８合（代金２分２朱・４１２文
草高入用３両３分（永２７文、銭１７８文）、差引金３両・銭５９０文、皆済。

原
本

状 1 上:１１４

１４
１４

Ｃ
１

文化２年１２月２９日
（１８０５年）・丑

当丑御年貢割付（端
裏書：文化２丑年　割付皆
済目録　包紙　河原町）

○川原町
●沢川左内

①左内家高：１６石２斗１升２合、この有高：１１石７斗６升、この取米（年
貢）５石３斗９升３合、これに出目口米を加え納合：５石８斗６升２合、これ
より蔵入り分を差引き、残り米１石４斗３升４合（これを貨幣に換算し）＝金
１両１歩・銭４０４文、②町入用分：金３両２朱と銭689文、以上から①より算
出された１両１歩２朱・銭４０４文と、②の３両２朱・銭６８９文を合計し金４
両２分2朱、２３９文。これよりすでに支払い済み初納金２分を除き、最終
的に納入高＝金４両２朱、銭２３９文。

この割付状
には町の皆
済印があ
る。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

１５
１５

Ｃ
１

１２月
・子

子御年貢割付
○金谷町
●左内

①高４４石５斗５升１合、この有高２８石４斗２升４合、この取米（年貢）１２
石２斗１升７合、更に出目口米９斗７升６合あり、納合１２石１斗９升３合（１
石間違い１３石）、これより先納分あり、これを差引くと－金４両１歩、永６４
文９分、②草高入用：１金８両・永１９文１５８文、①＋②＝３両２分・永２０４
文２分となる。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

１６
１６

Ｃ
１

１１月
・丑

覚
（丑の御年貢請取の覚）

○金谷町
●左内分の内　各人（省略）

左内分の内で、善右衛門：米１俵納め、平八：米２俵納め、吉右衛門：米
３俵納め、左内自身は金１両納め、などと、合計１７名の納入分を一括す
る。

状１７枚を一
つに綴込む。

原
本

綴
り

1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１７
６

Ｃ
１

１２月
・丑

皆済目録
○金谷地方
●左内

納合１２石７合、草高入用：合７石７斗８升６合、残米６石７斗３升５合、この
代金７両３分、永１９２文２分、この中より、・去る子過納３分、永１０９文９分
５厘、・金３両（当丑４月出金）、・２両３分（両度の金納）を差引き、残り金３
分、永１１５文７分５厘８毛。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

１８
１７

Ｃ
１

１２月２８日
・寅

寅御年貢皆済目録
（前欠文書）

○河原町会所
●左内

前欠文書、「右は寅御年貢書面の通り皆済、相違御座無く候　以上」とあ
り、その他すべて欠文。

原
本

状 1 上:１１４

１９
１８

Ｃ
１

１２月２８日
・寅

当寅御年貢割付
○河原町
●沢川左内

①高：１６２石２斗１升２合、有高１１石７斗６合、この取米（年貢）５石３斗９
升３合、これに出目口米が加わり、納辻５石８斗６升２合、これより、先納
分（蔵納）６石３斗７升を差引くと、５斗８合（代金１分２朱、銭６５６文）過納
となる。②入用：３両１歩・永１８６文９分、①と②より納入分は、差引金２両
１分２朱、銭６３０文の皆済。

原
本

状 1 上:１１４

２０
１９

Ｃ
１

１２月
・寅

寅御年貢割付
○金谷町
●左内

①高44石５斗５升１合、この有高２３石９斗３合、この取米（年貢）１１石８斗
６升９合、更にこれに出目口米が加わり、納合１２石７斗８升３合、②草高
入用：６石９斗５合。

原
本

状 1 上:１１４

２１
２０

Ｃ
１

１２月
・寅

覚
（年貢皆済）

○金谷町地方
●左内

左内家高：１９石６斗８升８合、この有高：９石９斗３升４合＝この代金９両・
永１９８文１分６厘、差引分３両・永１２文５分、差引残金（納辻）６両・１８５
文６分５厘。

原
本

状 1 上:１１４

２２
２１

Ｃ
１

3月
・卯

卯御年貢割付
○金谷町
●左内

左内家高：４４石５斗5升１合、この有高：２５石７斗７升２合、この取米（年
貢）１０石６斗１升３合、これに出目・口米が加わり、納辻１石５斗３升６合、
これとは別に、管高入用：５両３分・永４１文６分（高１石に付き永１３０文）。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

２３
２２

Ｃ
１

１２月
・卯

当卯御年貢差引書
○金谷町地方
●左内

①高４４石5斗５升１合、この納辻１１石５斗３升６合、この過米１石４斗８升
４合（代金１両・永４５１文）、②草高入用：５両２分・永４１文６分、①の過米
分を除き、４両２分・永２４６文５分。

原
本

状 1 上:１１４

２４
２３

Ｃ
１

１２月
・卯

卯御年貢割
○金谷町
●左内

①高４４石５斗５升１合、有高：２３石９斗３合、この取米（年貢）１１石８斗６
升９合、それに出目口米が加わり、納合：１２石７斗８升３合、②苗字入
用：６石４斗６升。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

２５
２５

Ｃ
１

１１月
・辰

覚
○金谷町
●省略（それぞれ個人）

左内分の内で、善右衛門：米１俵納め、忠五郎は：米２俵納め、伊兵衛：
米半俵納め、七助は米２斗納め、当人左内は金１両を納入、このように合
計１８名の「覚」を一括する。

状を綴る。
原
本

綴
り

1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２６
２６

Ｃ
１

１２月２８日
・辰

前欠（年貢皆済）
○河原町
●前欠

①有高１１石７斗６合、この取米（年貢）５石３斗９升３合、更に出目口米を
加え、納合：５石８斗６升２合、②入用（町入用）：金３両２分・永１１５文２分
８厘。

前欠文書
原
本

状 1 上:１１４

２７
２７

Ｃ
１

１２月２９日
・辰

前欠
（辰の年貢皆済）

○河原町会所
●欠

（前欠）差引１両２分・２５０文、以上皆済、とある。 前欠文書
原
本

状 1 上:１１４

２８
２８

Ｃ
１

１２月晦日
・辰

当辰御年貢皆済目
録

○河原町（会所）
●沢川左内

①左内家高：１６石２斗１升２合、この納辻：６石３斗２升８合、これより蔵米
分を差引き、残り７斗２升８合＝金2分・永２２８文、②入用：金２両３分・永
８７文１分、既納分２分を差引き、金３両・永６５文１分、以上皆済。

原
本

状 1 上:１１４

２９
２９

Ｃ
１

１２月
・辰

辰御年貢割付
○金谷町
●左内

左内家高：４４石５斗5升１合、この有高：２３石９斗３合、この取米（年貢）１
１石８斗６升９合、これに出目・口米が加わり、納辻１２石７斗８升３合、これ
とは別に、草高入用：米５石５斗６升９合。

原
本

状 1 上:１１４

３０
３０

Ｃ
１

１２月
・辰

辰御年貢差引書
○金谷地方
●左内

納合１２石７斗８升３合、これに草高入用米を加え、合米：１８石3斗５升２
合、これより御蔵納分を差引き、残米８石６斗１升＝代永１２貫２７８文３分
これより４月出金、祈納金を差引、金９両１分・永１０３文３分、以上皆済。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

３１
３２

Ｃ
１

１０月朔日
・巳

覚
（巳年貢初納金）

○河原町
●沢川左内

当身年貢初納金を１０月５日までに納めるべし。
原
本

状 1 上:１１４

３２
３７

Ｃ
１

１１月
・巳

覚
（年貢米蔵納の請取）

○金谷町
●左内分の内、各人（略）

左内分の内、七助は米１俵、三右衛門は米２俵　等、計１５名の納入分。
個人票を綴
じこむ

原
本

綴
り

1 上:１１４

３３
３３

Ｃ
１

１２月２９日
・巳

巳御年貢皆済目録
○河原町会所
●左内

①左内 高１６石２斗１升２合、この納辻５石３斗、②入用分金４両・銭３３３
文。この①・②の中から、御蔵納分、籾、また初納分など差引くものがあっ
て、これを除くと、差引：金３分・６４５文となり、以上皆済。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

３４
３４

Ｃ
１

１２月２９日
・巳

巳御年貢皆済目録
○河原町地方
●沢川左内

①左内納辻：５石８斗６升２合、②入用：金２両３分・永７０文８分８厘、この
①②より差引くもの（御蔵米、初納、過納分）を除き、結局残り金２両・永２
０文８分８厘、以上皆済する。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

３５
３５

Ｃ
１

１２月
・巳

当巳御年貢割付
○河原町
●沢川左内

左内家高：１６石２斗１升２合、この有高１２石４斗９升５合、この取米（年
貢）５石８斗４升２合、これに出目・口米が加わり、納辻６石３斗２升８合、
外に、入用がある。

原
本

状 1 上:１１４

３６
３６

Ｃ
１

１２月
・巳

巳御年貢差引書
○金谷宿地方
●左内

左内：納合１２石７斗８升３合、これに草高入用を合わせて、合米１８石３
斗５升２合、これより御蔵納め、初納金等を差引き、金２両２朱、鐚１８５文
以上皆済。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

３７
３８

Ｃ
１

１２月２９日
・午

当午御年貢皆済目
録

○河原町
●沢川左内

①左内家高：１６石２斗1升２合、この納辻：６石３斗２升８合、これより３石７
斗３升７合が差引かれる。②入用：金２両３分・永３文３分、これより御蔵入
り米を差引く。結局納入は金３両２分・永６６文２分。

原
本

状 1 上:１１４

３８
３９

Ｃ
１

１２月
・午

午御年貢皆済目録
○金谷地方
●左内

左内家高：２０石７斗１升７合６勺７才、取米（年貢）８石２斗４升９合６勺７
才、金納にして２両、金１両・永１１２文５分、除去されるものあり、結局、納
辻金４両・永２０５文７分９厘２毛。

原
本

状 1 上:１１４

３９
４０

Ｃ
１

１２月
・午

当午御年貢差引書
○金谷町地方
●左内

①左内家高：４４石５斗５升１合、この有高１１石５斗３升６合、この取米（年
貢）６斗６合、代金２分・永１５１文６分、②草高入用：（高１石に１６９文掛）
金７両2分・永２９文１分、・納辻：８両・永１８０文７分、以上皆済。

原
本

状 1 上:１１４

４０
４１

Ｃ
１

９月
・未

覚
○河原町
●沢川左内

金2分、これを当年年貢初納金として１０月５日までに納めるべし、とある。
原
本

状 1 上:１１４

４１
１０

Ｃ
１

１２月２８日
・未

未御年貢皆済目録
○河原町
●沢川左内

①左内家高：１６石２斗１升２合、この納辻５石３斗６升１合、この内より御
蔵納米１５俵・口米１斗８升分＝６石１斗８升が差引かれ、過米８斗１升９
合＝１両となる。②入用金：３両１歩２朱・永２９文５分、これより過米分を
差引き、２両１分・永１５４文５分、これより更に大代川入用出金分を差引
き、残り１両１分・永１４文となる。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

４２
４２

Ｃ
１

１２月
・未

未御年貢割付
○金谷町
●左内

①左内：高４４石５斗５升１合、この有高２３石９斗３合、この取米（年貢）１
１石８斗６升９合、外に出目・口米あり、納合：１２石７斗８升３合、②草高入
用７石６斗１升８合。

原
本

状 1 上:１１４

４３
４３

Ｃ
１

１２月
・未

当未御年貢指引書
○金谷町地方
●左内

①左内：高４４石５斗５升１合、納合１１石５斗３升６合、但し、過米分が５斗
６升３合あり、この代金２分・永７４文５分、②草高入用：金７両・永１７２文７
分、　納入は過米分を差引き、金６両２分・永９８文２分となり、これ皆済。

原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

４４
４４

Ｃ
１

１２月
・未

当未御年貢割付
○河原町
●沢川左内

①左内：高１６石２斗１升２合、この有高１２石４斗９升５合、この取米（年
貢）５石８斗２升２合、これより除去分あり、これを差引き、残り取米（年貢）
５石６斗６升４合、これに出目・口米を加えて、納辻６石１斗５升７合、②入
用：金１両・永９６文５分。

原
本

状 1 上:１１４

４５
４６

Ｃ
１

１１月　４日
・申

申御蔵入
（受納票）

○金谷町御蔵方
●左内

左内が他人に預けた土地からの蔵納票、それは、寅１０月、巳１１月、未１
１月、申１１月４・７・１２・１２・１８・２３の、全部で９票を数える。

原
本

状 9 上:１１４

４６
４７

Ｃ
１

１２月
・申

当申御年貢割付
○金谷町
●峯の左内

①左内家高：４４石５斗５升１合、この有高２４石８斗１升１合、この取米（年
貢）１０石２斗４升８合、これに出目・口米を加え、納辻１１石１斗４升となる
②草高入用：金７両１分・永２３４文６分。

原
本

状 1 上:１１４

４７
４５

Ｃ
１

１２月
・申

申御年貢割付
○金谷町：左次右衛門
●左内

左内家高：１５石５斗５升９合、この有高２２石１升２合、これに出目・口米
を加え、納辻１５石３斗２升７合となる。

原
本

状 1 上:１１４

４８
４８

Ｃ
１

寛政１２年１２月
（１８００年）・庚申

申皆済目録
○金谷町
●左内

左内家高：１７石７斗６升６合、内、１１石５斗３升６合と籾２斗が蔵入り、こ
の取米（年貢）５石７斗３升、この代金８両・永１８５文７分７厘、差引分小
以５両１分・永６２文７分５厘、差引残金（納辻）２両３分・永１２２文９分６
厘。

原
本

状 1 上:１１４

４９
４９

Ｃ
１

１月１２日
・酉

申御年貢皆済目録
○藤左衛門・佐次右衛門
●伊左衛門

申年の皆済目録。①伊左衛門の納合：５升６合、この代金永５３文９分、
＝鐚２１８文、②伊左衛門の納合１５石３斗３升７合、差引小以１４石６斗７
升７合、差引残米６斗６升、この代金２分・永１３４文６分、これを納金。

同年（申）のも
のが２通あり

原
本

状 2 上:１１４

５０
５０

Ｃ
１

１２月
・酉

当酉御年貢割付
○金谷町
●左内

①高４４石５斗５升１合、この有高２４石８斗１升１合、この取米（年貢）１０
石２斗４升８合、これに出目口米が８斗９升２合が加わる。②草高入用：金
６両・永９３文５分。

原
本

状 1 上:１１４

５１
５１

Ｃ
１

１２月
・酉

当酉御年貢割付
○河原町
●沢川左内

①左内家高：１６石２斗１升２合、この有高１１石７斗６合、この取米（年貢）
５石６斗６升４合、これに出目・口米を加え納辻６石１斗５升合、②入用：２
両３分・永１６文８分。

原
本

状 1 上:１１４

５２
５２

Ｃ
１

１２月
・酉

当酉御年貢皆済目
録

○河原町
●沢川左内

①高１６石２斗１升２合、納辻５石９斗４升８合、内御蔵米１４俵、残米１斗
８升、②入用：３両１分・永１７０文７分３厘、これより既に納金部分を差引
き、計３両・永１００文７分３厘、これ皆済。

虫喰い目立
つ

原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

５３
５３

Ｃ
１

１２月
・酉

酉御年貢割付
○河原町
●前欠

①前欠、有高１１石７斗６合、この取米（年貢）５石４斗７升２合、更に出
目・口米を加え、納辻５石９斗４升８合、②入用：２両１分・永１７０文７分３
厘。

原
本

状 1 上:１１４

５４
５４

Ｃ
１

・酉 当酉御年貢割付
○欠
●沢川左内

左内家高：１６石２斗１升２合、以下後欠にて不明。
原
本

状 1 上:１１４

５５
５５

Ｃ
１

７月
・戌

酉御年貢差引目録
○金谷町組頭：佐次右衛門
●伊左衛門

納合１３石７斗３升、内３分１納として３両、この納米２石６斗２升５合、残１
１石１斗５合、去る申年暮に出金元利１２両、差引残金３分・永１４３文７分
外に国役銭２３６文あり。

原
本

状 1 上:１１４

５６
５６

Ｃ
１

１２月３１日
・戌

戌御年貢割付（皆
済）

○金谷町
●左内

①左内家高：４４石５斗５升１合、有高２４石８斗１升１合、この取米（年貢）
１０石２斗４升８合、さらに出目・口米が加わり、納合１１石１斗４升、②草
高入用：金５両２分・永２４７文、以上皆済。

虫喰い目立
つ

原
本

状 1 ○
上:１１４
下:９０

５７
５７

Ｃ
１

１２月
・戌

当戌御年貢割付
○河原町
●左内

①左内家高：１６石２斗１升２合、この有高１２石４斗９升５合、この取米（年
貢）５石８斗２升２合、これに出目・口米が加わり、納辻６石３斗２升８合、
②入用・３両１分・永８文と６分１厘。

虫喰い目立
つ

原
本

状 1 上:１１４

５８
５８

Ｃ
１

１２月
・戌

酉御年貢米
（戌御年貢）

○嶋村
●左内

米３俵２斗７升２合、内検見分など差引き、残２俵２斗１升６合、内３俵２斗
８升１合、七郎左衛門納入、差引３斗８升１合は去る酉村入用差し継ぎ。
戌年貢３俵２斗７升２合、但し、拝借返納米が４升３合あり、これを加えて３
俵３斗１升２合が戌年の納辻。内３俵、七郎左衛門が納入、残り３斗１升２
合は不納。

原
本

状 1 上:１１４

５９
５９

Ｃ
１

１２月
・戌

覚
（皆済目録）

○金谷町地方
●左内

納合１３石７斗５升５合、草高納入７石３斗５升１合、計２１石１斗６合、内、
籾代蔵入りなど差引、残り５石７斗４升６合、銭６両・７７０文、以下欠。

虫喰い目立
つ

原
本

状 1 上:１１４

６０
６０

Ｃ
１

１２月
・戌

当戌御年貢皆済目
録

○河原町
●左内

①左内家高：６石２斗１升２合、この納辻６石３斗８合、内蔵米分を差引き
残り米５斗６升（代金２分・永９５文７分４厘）、　②入用：３両１分・永８分６
文１厘、初納金を差引、残り金３両１分・永１０４文３分５厘。

虫喰いあり
原
本

状 1 上:１１４

６１
６１

Ｃ
１

１２月２７日
・亥

（皆済目録）
○河原町
●記載なし

①高１６石２斗１升２合、有高：１１石７斗６合、この納辻５石８斗６升２合、こ
の内蔵入り分７石４合、これを差引くと１石１斗４升２合の過納となる。②入
用：３両２朱、過納分を差引き、金２両２朱、銭１２６文、以上皆済。

原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

６２
６２

Ｃ
１

１２月
・亥

当亥御年貢割付
（皆済）

○金谷町
●左内

①左内家高４４石５斗５升１合、この有高２４石８斗１升１合、この取米（年
貢）１０石２斗４升８合、それに出目、口米を加え納合１１石１斗４升。②草
高入用・金７両１分、永１６７文７分、以上皆済。

原
本

状 1 上:１１４

６３
６３

Ｃ
１

記載なし （覚）
○記載なし
●記載なし

①金谷町（字根岸）反別合１反５畝１３歩、この分米１石４斗８升２合、納合
５斗２升６合、②入用１４８銭２厘。

原
本

状 1 上:１１４

６４
６４

Ｃ
１

記載なし （覚）
○記載なし
●記載なし

①金谷町、中田・上畑、沖の島上畑の納合９斗８升１合、河原町、中田・
下田の納合１斗８升５合、②入用分３斗９合、③徳米：金谷分２石２斗８合
河原町分１石２升１合。

原
本

状 1 上:１１４

６５
２４

Ｃ
１

欠 当卯御年貢割付
○欠
●沢川左内

①左内家高：１６石２斗１升２合、この有高１１石７斗６合、この取米（年貢）
５石３斗９升３合、これに出目・口米を加えて納辻５石８斗６升２合、この中
から蔵入り分６石１斗８升を差引くと過米３斗１升８合＝１分・永１０３文３分
これに既に納入した初納金２分を加えると３分・永１０３文３分３厘の納め
過ぎ。②入用金３両１分・永８５文３分２厘。これより納め過ぎ分を差引き、
２両２分・永８１文９分９厘を納入し皆済。

原
本

状 1 ○
上:１１４
下：９０

６６
３１

Ｃ
２

記載なし 辰年御役金
○金谷宿会所
●記載なし

金１分の受領書。
原
本

状 1 上:１１４

６７
６６

Ｄ
２

安政５年１月
（１８５８年）・１月

懐中私記
○服部　巻
●記載なし

金谷宿に関わる諸用件について、自身の記録として記した書物である。
記載内容は多岐にわたる。例：大井川御普請の事、宗門帳の事、宿場内
の事件、小前帳の事、鉄炮使用の事、等である。

原
本

横
半

1 上:１１４

６８
Ｈ45

Ｆ
１

１２月８日
書簡

（畳表８５枚添）
○川崎町静波：和泉屋藤左衛門
●金谷東町：丸ト屋再太郎

先日依頼された畳表：次のように送る。１号印２０枚、２号印３５枚、３号印
３０枚、計８５枚。次に、過日お願いした上等炭２～３俵、譲ってもらいた
し。

原
本

状 1 上:１１４

６９
６８

Ｆ
２

天明３年
（１７８３年）・卯

覚
○金谷宿：佐次右衛門
●服部宇右衛門

借用金子、１ヶ年に米１５俵、５ヶ年限にて済みきりの条件、八郎左衛門、
親類と相談の上決める、とある。

原
本

状 1 上:１１４

７０
６９

Ｆ
２

天明６年１２月
（１７８６年）・午

　借用仕候一札之
事

○紺屋町：文右衛門
●服部龍助

金２両、これはやむを得ない入用があって借用したもの。返済は来る未年
の７月、これは格別の恩義で借用したので必ず返済することを約す。

原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

７１
７０

Ｆ
２

文政６年１２月
（１８２３年）・未

借用申證文之事
○此番屋：半平
●服部源蔵

金１０両、これは宿方入用に付き、止むを得ず借用する。返済は来る２５
日、金２朱の利足を加え元利共に返済を約す。

原
本

状 1 上:１１４

７２
７１

Ｆ
２

嘉永５年４月
（１８５２年）・子

売渡申田地證文之
事

○売主：左門　親類證人：六郎、市郎平
●長一郎

中・下田合、反別２反１畝４歩、これを１０年季で渡し、その代金５０両を受
取る。以後年貢諸役は金貸し主が勤める。もし検地調査の時は金貸し人
の名義にする。年季明け金子返済の折りには間違いなく田地を返しても
らう。

原
本

状 1 上:１１４

７３
７２

Ｆ
２

嘉永６年１２月
（１８５３年）・丑

質地證文之事
○売主：左内、親類證人：金左衛門、奥書に、組
頭市郎平・金左衛門・作右衛門
●天主前：幸吉

反別合計：１反５畝１３歩、これは１０年季で渡し、金２６両を受取る。以後
年貢諸役は幸吉が勤める。年季までに前記土地を請け返さない場合、永
久に幸吉の田地とすることを約す。

原
本

状 1 上:１１４

７４
７３

Ｆ
２

文久３年１１月
（１８６３年）・亥

借用申金子の事
○金谷借主：源左衛門、引請証人：六郎
●牛尾村：次郎右衛門

金子１０両を借用、担保は計１反５畝１３歩（中田、中畑）、止むを得ない
入用から借用する。来る子の５月限り利足を加え返済する。万一返金が
滞る場合は地所相当の直段、また地所を売払っても代金は返済する。

子５月２９日
返済の付記あ
り

原
本

状 1 上:１１４

７５
７８

Ｆ
２

正月
・午

借用申金子之事
○山地庄兵衛
●服部宇右衛門

金４両、これは要用につき借用する。返済は来る１１月必ず返す（利足等
の記載はない）。

原
本

状 1 上:１１４

７６
７９

Ｆ
２

２月２２日
・午

借用仕候金子之事
○天場園蔵
●服部宇右衛門

金２両、これを借用する。当年暮に必ず返済を約す。利足の記載なし。
原
本

状 1 上:１１４

７７
８０

Ｆ
２

１２月１７日
・酉

借用申金子之事
○三保屋甚左衛門
●服部宇右衛門

金５両を借用する。来る戌年秋に相応の利足を加えて返済することを約
す。

原
本

状 1 上:１１４

７８
８１

Ｆ
２

１２月
・戌

記
○服部起八郎
●塚田弥一郎

塚田弥一郎への各種金取替え（貸金）の書上げ。
原
本

状 1 上:１１４

７９
８２

Ｆ
２

３月２４日 覚
○鈴木祥斉
●服部宇右衛門

金３両借用、返済は来る７月中。
原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

８０
１０８

Ｆ
２

６月１０日
書状

（金銭受渡の事）
○常意
●宇右衛門

六郎右衛門へ５両渡し受取手形をつかわした。
原
本

状 1 上:１４４

８１
７７

Ｆ
２

欠 質地證文之事
○欠
●欠

金１５６両、質地：字峰村上畑・下畑合反別：１反４畝１０歩、分米８斗４升９
合、巳年８月より来る寅年までの１０ヶ年季売り。年季明けまでに請戻しが
出来ない場合は譲り地とする。

原
本

状 1 上:１４４

８２
８３

Ｇ
３

文化４年正月１５日
（１８０７年）

川崎船漂流一件
（包紙）

○船頭：文助、六人衆
●房州御名主江戸北新堀：三原屋又右衛門

前文に、中国寧波船主・船子（２名）による日本人救助の文章があり、続
いてその後漂流船文助６人衆の文章を載せる。それは次の通り。私（文
助）６人衆は１２月２３日出帆、２４日東風に遭遇、吹き流され唐船（異国
船）に救助される。それから、三原屋又右衛門の添書があって、それには
次のごとく記されている。上総国夷隅郡の沖合いにて同所の沢倉村与惣
左衛門の釣船に、この文助一行を、異国人の書状と共に預けられた。そ
の一部始終を記載し役所に報告したもの。

原
本

状 2 ○
上:１４４
下:９０

８３
６５

Ｈ
２

安政５年１月
（１８５８年）・戊午

当織要記
○記載なし
●記載なし

大井川西側の１５ヶ村名を記載し、その村々が担当する大井川堤の修繕
に必要な物件を書き添えている。更に図入りで工事内容も明記されてい
る。

原
本

横
半

1 上:１１４

８４
８４

Ｊ
３

明和４年冬
（１７６７年）

書　鳳谷伝
○慕松堂
●記載なし

鈴氏鳳谷は江戸中橋の商家の子、４歳にして「暖簾」の文字を書いた。こ
れを見た岡田氏は、この子は将来傑出の書家の素質があると思い、平林
市の門で学ばせた。その結果林家の文辞を乞われるまでになった。

原
本

状 1 上:１１４

８５
Ｇ15

Ｊ
３

安政５年
（１８５８年）・戊

蛛態結　金風細
○記載なし
●記載なし

習字手本　「鵲羽成橋玉露清」及び道中宿名の書あり。
原
本

竪
帳

1 上:１１４

８６
Ｇ12

Ｊ
３

記載なし
本教院日貞聖人

肖像
○記載なし
●記載なし

本教院の日貞聖人の肖像（写真）。
原
本

絵
図

1 上:１１４

８７
Ｇ17

Ｋ
１

記載なし （写経文）
○記載なし
●記載なし

写経文（未完）、後欠
原
本

状 1 上:１１４

８８
Ｃ13

Ｋ
２

記載なし 行列
○記載なし
●記載なし

六道（地獄・餓鬼・畜生・修羅・人間・天）の次に、畑・経文・菓子・茶湯・
団子・燭台・香炉・遺物・明松・霊膳・血脈・雪・位階・天蓋・六尺の順に、
１～２名の担当で葬列、その割当を記す。

原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

８９
８９

Ｘ 正月２３日 書簡
○袴田友三郎、勝
●服部源蔵

新の初めの挨拶、二白として、一昨年に得た別宅に来駕されたい、との
追伸あり。

原
本

状 1 上:１１４

９０
９０

Ｘ 正月２９日 私信
○戸越玄芝
●服部宇右衛門・服部龍助

毎度煎茶送り届けのこと、また硯石も今春に彫らせるとのこと、うれしい。
先年長崎より取り寄せた菊、昨年の大水にて腐らせてしまった、など報せ
る。

原
本

状 1 上:１１４

９１
Ｈ23

Ｘ ２月　２日 書簡（私信）
○記載なし
●子雛？

旧秋旅行中、懸句の積もりで発句を考えたが埒があかず、等閑にしてい
る。書状も、雨天でもあり怠けているが佳作でもよいとして出来次第旧冬
も押し迫りの便にて送るつもり。

原
本

状 1 上:１１４

９２
９１

Ｘ ２月　２日 書簡
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

２月２７日本店四ツ目橋向より出火、類焼した様子を伝える。例えば、寄
木手鑑のほかは類失したこと、覚樹王院は本尊・御朱印元祖書物は残
る、土蔵は焼失したなど、委細を報せている。

原
本

状 1 上:１１４

９３
９２

Ｘ ２月１２日 書状
○島徳
●金陵先生

副啓、お手紙拝見、祖母死亡のため返信を遠慮した。さて去る月６日御
地は大変の由、こちらは９日に３尺程満ち、１０日ほどは道路に泥が出て
歩くのに困難する。雪も５～６寸の時はよいが、今春の雪は多い。去る冬
は日光山の惣輪塔も倒れた。去る月は大雪雨で鳥も殺された。後便を
待っている。

原
本

状 1 上:１１４

９４
９３

Ｘ ２月１８日 書簡
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

伯右衛門出府の事、宝物の事、名所・名木の事など書き送る。
原
本

状 1 上:１１４

９５
Ｈ26

Ｘ ２月１８日 書簡
○菱谷
●服部才太郎

高い鳥を購入する際は小生に相談するがいい。高直の買い入れは控え
ること、今回３店（斯波・鷲栄・菱谷）共同で製鳥所を作る予定。鳥の直段
が書かれている。手紙は他人に見せないようにと書き添えている。

原
本

状 1 上:１１４

９６
Ｈ25

Ｘ ２月１４日 書簡
○たまち：田中雅支
●服部大兄

面会したいことあり、至急こられたし。六三郎君の宅まで来てもらいたい。
原
本

状 1 上:１１４

９７
９４

Ｘ ２月２３日 書簡（私信）
○中沢覚太夫
●服部源蔵

書かれる文書は短文ではあるが虫喰いにて内容解せず。
原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

９８
９６

Ｘ ２月２９日 書簡
○山地多内　正敬
●服部宇右衛門龍助

御内様と龍助様が病気との由、如何、様子も分からずうち過ぎて申訳な
い。婚姻の件、心に掛けられ失礼を御用捨の程。お幸ためが貧家に暮す
のは不便に思う。民右衛門の３番目の娘、３年間奉公に出す。田舎者ゆ
えしばらく私の家で生活させたい。

原
本

状 1 上:１１４

９９
９７

Ｘ ３月　４日 書簡（私信）
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

その後は出状ももって申し入れることもなく、ただ噂ばかり気にしている。
この春は病に悩み、何処へも無沙汰している次第･････、としてその後の
心境を書き付ける。

原
本

状 1 上:１１４

１００
９８

Ｘ ３月１４日 書状（私信）
○神立愚鈍
●服部源左衛門

町には出火もあったが、外に水難もなく万事喜ばしいことである。私も７７
才になり不思議に思っている。これは神の乗り移りという婦人もおり、８８
才までは確かであり、尤もその時は白帝（西方で秋を支配する神）の再来
とあやかりたい、長寿の慶びを記す。

原
本

状 1 上:１１４

１０１
Ｈ28

Ｘ ３月２３日 書簡（私信）
○文間亭
●服部家斉

夏中は（具合が悪かった）早速全快して目出度い。私も眼病のところ、春
になり頭病が悪く、そのほか忘病もつよく難儀しているが、漸う少しずつ快
方に向かっている。山の鱈子は越前より到来したもの、進上する。

虫喰いあり
原
本

状 1 上:１１４

１０２
９９

Ｘ ４月　２日 書状
○神立愚鈍
●記載なし

先月２８日、准后の宮様がお越しなられ、その時御目見下さりありがたく
存じます。その折画詠を指上ました。誠に芸術の冥加につきます。など、
その他手鑑の仕立て、古唐津茶碗の事等が詳細に記されている。宇右
衛門も今年は達者になり大慶だと記してある。藤枝の大塚為蔵も弟子に
して文通している。

原
本

状 1 上:１１４

１０３
１００

Ｘ ４月２８日 書状
○長谷川文助
●服部源左衛門

時候の挨拶ほか、三男善三郎の祝儀も整ったことに対する御祝、また流
行の革巾着のことなど、箇条書きにしている。

原
本

状 1 上:１１４

１０４
１０１

Ｘ ５月　３日 書簡（私信）
○川会所具鈍
●服部宇衛門

近況報告と季節の山海の産物の出廻り状況など箇条書きにしている。
原
本

状 1 上:１１４

１０５
１０３

Ｘ ５月　７日 書状
○篤親
●涅槃亭先生

来翰受取と共に自作品の添削、加筆をお願いした書状。
原
本

状 1 上:１１４

１０６
１０２

Ｘ ５月　７日 書簡（私信）
○神立愚鈍
●服部宇右衛門・服部龍助

倅を早く片付けられるように、そうでなくば先祖を忘れることになるので、こ
のことを第一にするように、との説諭。

原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１０７
１０４

Ｘ ５月２３日 （私信）
○今井数馬
●服部源蔵

詩歌の作り方についての伺い書のようなものか。
原
本

状 1 上:１１４

１０８
１０６

Ｘ ５月２７日 書状（私信）
○神立愚鈍
●服部右衛門

①処々よりの書状受取る、②雪舟の描く屏風を手離したいとのこと、正気
の沙汰とは思えない、③探幽の懸物の事、急のことなので調べ兼ねてい
る、等、相手から届いた書状の回答を記載している。

原
本

状 1 上:１１４

１０９
１３２

Ｘ ６月　５日 書簡（私信）
○堀口多仲
●服部源蔵

（後欠）先日はありがとう、私は帰郷してしばらく仕事から逃れ、先月２６日
夕まで滞留し、今日ようやく深川に帰る。急ぎお礼申上げる。（後欠）

原
本

状 1 上:１１４

１１０
１０９

Ｘ ６月１１日 書簡
○古屋掃嘉
●服部宇右衛門、服部良輔

時候の挨拶の外に、御同役河野直八とその令嬢に宜しく伝えて欲しい、
との書簡。

原
本

状 1 上:１１４

１１１
１００

Ｘ ６月１５日 書状（私信）
○秋山小左衛門
●服部宇右衛門

甚暑の節、御安泰のことと推察、私方元気でいるので・・・・の挨拶の後、
来国次、来国光、粟田口・備前助宸、無上別正宗等、刀剣の銘が記され
る。

原
本

状 1 上:１１４

１１２
１１１

Ｘ ６月１６日 書状（私信）
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

①男子出生、丈夫な小児で大悦、②婿殿も身上向き精をだしている由安
心、③世中繁多にて心労の由、達者に勤めることが第一、④毎度心掛け
頂き、新茶の送り、慶びにたえない。⑤金蔵も元気で手習い。算術に興
味持ち・・・・等､子孫のためにうれしいこと、など書き付ける。

原
本

状 1 上:１１４

１１３
１１２

Ｘ ６月１７日 書状（私信）
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

白沢俊郎方を訪ねたが、すぐに戻り、元兵衛からも桜木の事を遣し、嶋
田付きの事を全て話し、大形守士の近所に陣取りが出来た、守子も嶋田
の願上の件について村方にも伝え、調べることを告げた。一つの陣取り
の事について書いてあり、駿府にも願いでている。

原
本

状 1 上:１１４

１１４
１１３

Ｘ 閏６月２８日 書簡
○浜中金次郎、山地多内
●宇佐美小平太・服部宇右衛門・服部龍助

御老父の訃に接しての追福文。
原
本

状 1 上:１１４

１１５
１１４

Ｘ ７月１０日 書簡（私信）
○松本常意
●服部宇右衛門・服部龍介

挨拶文のあとに、大風雨、大井川通りの切れ所、焼津海岸の高波被害な
どの記載あり。

原
本

状 1 上:１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１１６
１１５

Ｘ ７月１２日 書簡（私信）
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

弟子の浅岡忠右衛門と共に大坂表へ上り、残暑の折りからお揃いで珍し
いことだとある。病気も回復、酒はやめた。春が楽しみ、など心情が書か
れる。

原
本

状 1 上:１１４

１１７
１１６

Ｘ ７月２４日 書簡
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

播磨屋の一件は難しい、首尾よく落着するよう察している。旨の伝言。
原
本

状 1 上:１１４

１１８
１１８

Ｘ ８月　１日 書状
○神立（かんだつ）愚鈍
●服部宇右衛門

用件を10にまとめている。その主なものは、①今度藤枝大塚も城主の用
向きで下向した。②大宮平兵衛が御用向きで出るので、書画を見てもら
いたい、③嶋田より富士への用向きは嶋田までやればよいのかどうか
困っている。④当月１０日までに海伝道三と申す者が京へ戻る。飛鳥井
殿はその弟子で鞠の指南、茶の湯の指南をしていた。以下略

原
本

状 1 上:１１４

１１９
１１７

Ｘ ８月　７日 大洪水の記
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

江戸の駿河屋で耳にしたこと、それは沼津より関東まで大洪水の由、私
の江戸屋敷は地面が高く水難は逃れたので安心の程、として江戸の水
難を詳しく述べている。金谷のあなた方は如何、・追伸：昨藤枝氏より５両
受取る。今年は春から色々の事があったが、これは後日述べる。

原
本

状 1 上:１１４

１２０
１１９

Ｘ ８月１７日 書簡（折り紙）
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

長崎より壷３品到来、唐物の壷なども追々送る。また着物も預かってお
り、辻方（家の名）で金３両を調えて欲しい。金子の事はお指図とおりにす
る。明年長崎の久松大岐二郎が伺う。これは懇意にしている弟子である。

原
本

状 1 上:１１４

１２１
Ｈ35

Ｘ ８月２０日 書簡
○八十二翁
●服部家斉

今年の夏は雨天続き、後に日照りまた雨天で冷気となり、度々地震が
あった。自分の目は片方見えなくなった、などをはじめ、老いて書き残し
たい事など長々と記している。また歌も何首か書き連ねている。

サイズ：２２１
×１６cm

原
本

状 1 上：１１４

１２２
１２０

Ｘ ８月２６日 書簡
○戸塚玄芝
●服部宇右衛門

洪水の様子を手紙で知り、安否が気になっていたが無事で安心した。江
戸もひどく家の天井下まで水につかり舟で１０日ばかり過ごす。屋根に住
んだこともある。その他災害の状況を箇条書きにして詳細に述べている。

原
本

状 1 上：１１４

１２３
Ｈ37

Ｘ ９月１２日 書簡
○稲井良蔵
●服部源蔵

文化戊辰（５年）東行の節、滞留・閑談したことのお礼述べ、友人服部新
次郎系図についての問い合わせをし、添書依頼の件にも触れている。

原
本

状 1 上：１１４

１２４
１２１

Ｘ ９月１２日 書簡（私信）
○文？白亭
●服部源左衛門

書中に冬瓜、白瓜の栽培方などを記している。
原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１２５
１２２

Ｘ ９月１４日 書状
○神立愚鈍
●宇佐美右平太

貴殿は浪人で困っていよう。急に奉公口をいっても困難、一先ず私の所
へ出府しなさい。そうすれば日ごろの知人も世話をしてあげられると思う、
一日も早く出府しなさい。

原
本

状 1 上：１１４

１２６
１２３

Ｘ １０月１４日 書状
○神立愚鈍
●宇佐美右平太

そなたも浪人では困るのも尤もだ、奉公稼ぎのため出府しなさい、私もい
ろいろの事で忙しいが、武士は勿論町人も金銀の事で困惑している。当
分妻子を預け、是非歩行にて下向されたい。奉公口もあると思う。惣社宮
内殿とは懇意であるので、ここに頼み、書状をもらえば奉公口もあろうかと
思う。惣社へ頼めばよい。

原
本

状 1 上：１１４

１２７
１２４

Ｘ １０月１７日 書状
○神立愚鈍
●服部源左衛門、他名

１人旅行の行程を記す。９月１５日播磨姫路より津山作州・伯集・出雲松
江、石州銀山・周防・長門赤間関、１里渡り、小倉、筑前大宰府天神、長
崎江戸会所へ１３日着、一人旅で馬にも籠にも乗らず、平戸、宮島、四
国・大和・京・勢州と戻る。帰ったら旅の話をしたい。

原
本

状 1 上：１１４

１２８
１２５

Ｘ １０月１８日 書状（私信）
○神立愚鈍
●服部右衛門

①病のこと、良医にかかり追々快方に向かっている由何よりです。②蒲原
長栄寺の弟子に喜内という者あり、療治に優れているとのこと。③９月を
凌ぎ、徐々によくなっているので、今後も保養第一にされたい。

原
本

状 1 上：１１４

１２９
１２６

Ｘ １０月１８日 私信
○神立丞現
●服部宇右衛門

前決、信西　２服もある由、一休の一物仕立て頼めることなど、とめどなく
書き付けている。

原
本

状 1 上：１１４

１３０
１２７

Ｘ １０月晦日 手代（悔やみ）
○神立丞現
●服部宇右衛門

ご老母のご逝去につきお悔やみ状。
原
本

状 1 上：１１４

１３１
１２８

Ｘ １１月　２日 覚
○神立愚鈍
●服部右衛門

先日依頼の書画、すべて裏打ちした、として１３件の物件に逐一その特
色を記している。最近処処より書を頼まれ取り込んでいる。佐右衛門にも
会に出るよう、又皆々にもよろしく、と頼んでいる。

原
本

状 1 上：１１４

１３２
１２９

Ｘ １１月２１日 書状（私信）
○中沢覚大夫
●服部源蔵

勤務が長引くのか、いまだ定まっていないのか、他に申しあげることはな
いが、この点だけあなたの意を得たい、と思う。

原
本

状 1 上：１１４

１３３
１３０

Ｘ １２月　３日 書状
○中根覚治
●服部源蔵

お手紙拝見、今度の一対の書物の価値、大兄方で申付けください。その
ように考えればつつがなく達せられるように思う。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１３４
１３１

Ｘ １２月　３日 書簡
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

龍助や金次郎のことを述べ、そして倅栄蔵の奉公について先祖を汚すこ
となく務め、特に読み・書きを第一に勤めよと述べる。わが身も７１歳にな
り、あちこち書画を頼まれ今は困っている、と告げている。

原
本

状 1 上：１１４

１３５
Ｈ54

Ｚ 欠
断簡

（一括まとめ）
○欠
●欠

略
（状＝１５点　小帳＝１点）

原
本

状
・
帳

1 上：１１４

１３６
外１

Ｚ 欠
断簡

（その１）
○欠
●欠

手習いの断片、紙袋　等。
原
本

状 1 上：１１４

１３７
Ｃ８

Ⅰ
２

大正１３年１月３０日
（１９２４年）

戸籍抄本
○静岡県小笠郡東山口村長：鈴木正一
●記載なし

父、木佐森次郎馬、母さくの長男、木佐森八太郎に関する戸籍抄本。
原
本

状 1 上：１１４

１３８
Ｃ14

Ⅰ
２

記載なし （家族表）
○記載なし
●記載なし

物品販売業、服部鹿四郎の家族５名の生年月日（内、女性２名）を記載
する。

原
本

状 1 上：１１４

１３９
Ｆ９

Ⅰ
３

明治３９年４月１日
（１９０６年）

日本帝国明治３７・
３８年従軍記章之
証

○賞勲局総裁：大給　恒
●陸軍１等兵　服部鹿四郎

日露戦争への従軍の証明書。
原
本

厚
紙

1 上：１１４

１４０
Ａ７

Ⅰ
６

明治３３年１１月３０日
（１９００年）

（領収証・租税）
○金谷町収入役：北川字作
●服部鹿四郎

金１４銭５厘。 虫食いあり
原
本

状 1 上：１１４

１４１
Ｅ１

Ⅰ
10

明治３７年１０月１６日
（１９０４年）

競売開始決定
○静岡裁判所判事：横田俊夫　書記：鈴木儀太
●記載なし

罫紙、申立人・債務者・所有者の住所・氏名を記し、「明治３７年１０月２６
日、法に従い不動産の競売手続きを決定する」とある。

ガリ版刷り
原
本

綴
り

1 上：１１４

１４２
Ｅ４

Ⅰ
10

大正３年１０月３０日
（１９１４年）

支払命令
○浜松区裁判所　判事：高久　耕
●野口株式会社法廷代理人：金原幸太郎　外３
人

この命令送達より１４日の内に、金４円２７銭を支払いすること、この期間
に支払いのない場合は債権者の申請により仮執行を宣言することあり、と
記している。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１４３
Ｅ３

Ⅰ
10

大正４年６月８日
（１９１５年）

支払命令
○浜松区裁判所　判事：高久　耕
●浜松市野口株式会社代理:金原幸太郎　外２
名

金４円２７銭、但し元金６円１０銭，大正２年２月２１日から大正４年１２月２
１日まで、返済に至るまで２割１分の利子、４２銭督促の手数料を、この命
令書送達の日から１４日以内に弁済のこと。

原
本

綴
り

1 上：１１４

１４４
Ｅ５

Ⅰ
10

大正４年８月７日
（１９１５年）

決定
○浜松裁判所判事：宮内喜之助
●服部鹿四郎

金４４円９２銭に対する強制失効による仮差し押さえ。
原
本

状 1 上：１１４

１４５
Ｅ６

Ⅰ
10

大正４年１０月２７日
（１９１５年）

支払命令
○浜松区裁判所判事：宮内喜之助
●債務者：服部鹿四郎

債権者　清浜村宗高　河守鹿蔵の貸付金４０円、利子１割８分、４円５７
銭、弁済命令。

原
本

状 1 上：１１４

１４６
Ｅ７

Ⅰ
10

大正４年１２月１５日
（１９１５年）

支払命令
○浜松区裁判所判事：宮内喜之助
●金谷町金谷：服部鹿四郎

債権者静浜村宗高:河村鹿蔵に対し、債務者金谷の服部鹿四郎への、
裁判所からの支払い命令、貸付金４０円、期間大正３年４月１０日から同
年１１月２０日まで、この期間に損害金割合１割８分、督促手続費４円５０
銭の支払い。

原
本

状 1 上：１１４

１４７
Ｅ８

Ⅰ
10

大正６年４月１８日
（１９１７年）

決定（違反事）
○浜松区裁判所判事：丸山敏夫
●木佐森うた

ある違反事件に対する裁判所の決定通知、過料金８銭に処す、その判決
理由は、女の出生に際し、期間以内に届出を怠ったこと。

旧「町谷所在文書目
録」集は番号Ｅ９を誤
りＥ８と記載している

原
本

状 1 上：１１４

１４８
Ｅ９

Ⅰ
10

大正６年４月１８日
（１９１７年）

決定
○判事：丸山敏夫（浜松区裁判所）
●木佐森うた

大正４年３月１９日に男子護一を出生、しかしその届出なし。これは戸籍
法６９条規定に反する。よって過料７０銭を処す。

原
本

状 1 上：１１４

１４９
Ｆ１

Ⅰ
１１

明治２５年１１月８日
（１８９２年）

入営日割の通知
○町長：塚田弥太郎
●服部鹿太郎

本年徴集新兵入営の日割を送付する。歩兵の入営地：豊橋、集合地は
掛川尋常小学校庭、日時１１月２９日午後２時、集合地の出発１１月３０日
午前７時３０分、入営地到着１１月３０日、入営日時１２月１日午前９時。

原
本

状 1 上：1１４

１５０
Ｆ４

Ⅰ
１１

明治２６年１１月１６日
（１８９３年）

（褒状勲八等瑞宝
章）

○賞勲局総裁正３位勲１等　子爵：大給　恒
●陸軍歩兵１等卒：服部鹿四郎

明治２７・２８年戦役（日清戦争）に功績があった、として陸軍歩兵１等卒
服部鹿四郎に対し勲８等瑞宝章及び金３５円を授与された、その賞状で
ある。

原
本

状 1 上：1１４

１５１
Ｈ３

Ⅰ
11

明治２７年８月５日
（１８９４年）

書簡
（軍事郵便）

○豊橋御新地補充大隊第３中隊付：服部鹿四郎
●服部再太郎

左手の痛みにより補充大隊に編入させられ、今豊橋御新地に在ることを
実家に知らせたもの。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１５２
Ｆ２

Ⅰ
11

明治２８年５月１３日
（１８９５年）

勅諭
○記載なし
●記載なし

日清戦争直後に出された勅諭。 活版印刷
原
本

厚
紙 1 上：１１４

１５３
Ｆ３

Ⅰ
11

明治２８年１０月８日
（１８９５年）

従軍記章佩用者心
得

○内閣総理大臣侯爵：伊藤博文
●記載なし

冒頭に御名御璽、勅令１４３号、明治２７、２８年、従軍記章条例として、１
０ヶ条を記載。それに背く者は重軽禁錮の刑に処する、等がある。

活版印刷
原
本

厚
紙 1 上：１１４

１５４
Ｆ６

Ⅰ
11

明治２８年１１月１８日
（１８９５年）

日本帝国明治２７・
８年従軍記章之證

○賞勲局書記官正５位勲４等：横田香苗・正７位：
藤井善言
●陸軍歩兵１等兵勲８等：服部鹿四郎

「明治２８年１０月８日勅定の従軍記章を授与す」、とある。 活版印刷
原
本

厚
紙

1 上：１１４

１５５
Ｆ５

Ⅰ
11

明治２８年１２月１５日
（１８９５年）

感謝状
○静岡県凱旋軍人歓迎会長：松平英太郎
●陸軍歩兵一等卒：服部鹿四郎

日清戦争後に、これをよく鎮めた功績に報いる感謝状。 活版印刷
原
本

厚
紙

1 上：１１４

１５６
Ｈ７

Ⅰ
11

（明治２８年）
（１８９５年）

書簡
（私信）

○第７中隊：服部鹿四郎
●遠州金谷町：服部再太郎

天王前の鈴木八五郎　外　諸氏に、金員のことでお世話になったことを
報告したもの。

原
本

状 1 上：１１４

１５７
Ｈ５

Ⅰ
11

明治２８年１０月１６日
（１８９５年）

書簡
（軍事郵便）

○豊橋衛戌歩兵第１８連隊第７中隊第４班：鹿四
郎
●金谷町金谷：服部才太郎

無事事務に従事している旨の報告と万期が本年１１月１日になったことに
ついて知らせる。

原
本

状 1 上：１１４

１５８
Ｅ２

Ⅰ
11

明治２９年４月２２日
（１８９６年）

感謝状
○静岡県榛原郡金谷町奉公会長　町長：金原三
保作
●服部鹿四郎

明治３７・８年戦役に参加し、忠実軍務に尽くしたので、感謝状を贈呈す
る、とある。

原
本

状 1 上：１１４

１５９
Ｆ７

Ⅰ
11

明治３８年１０月１６日
（１９０５年）

明治天皇宣戦・平
和詔勅　陸海軍人
ﾆ賜ﾘﾀﾙ勅諭

○記載なし
●記載なし

ロシア国に対し宣戦を布告、それは韓国の保全の為であり、同時に列国
と友誼を厚くして東洋の治安を願うものである。陸海軍人は股肱となって
本分を守り、益々その責務を果たして欲しい、と言った旨の詔勅。

活版印刷
原
本

一
紙

1 上：１１４

１６０
Ｆ８

Ⅰ
11

明治３８年１２月９　日
（１９０５年）

（通知書）
○歩兵第２４連隊補充大隊第３中隊長：小林　武
●服部鹿四郎

勲勲績調査に必要のため、軍隊手帖、または明治３７年３月６日以降の
履歴書を調整のうえ、送付されたい、とする通知書。

封書
原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１６１
Ｆ10

Ⅰ
11

明治３９年１２月２６日
（１９０６年）

（通知書）
○金谷町長：金原三保作
●服部鹿四郎

明治３７・８年の日露戦役に関する行賞の御沙汰書下賜につき、その伝
達の通知。

原
本

状 1 上：１１４

１６２
Ｆ11

Ⅰ
11

１１月２７日 軍事郵便
○北支派遣団飯田部隊：北川修治
●大日本静岡県榛原郡金谷町本町：服部謹一

山東省より初冬の景色と無事を知らせ、銃後が一致団結していることに
感謝し、平和のため奮闘する、とする書簡。

原
本

状 1 上：１１４

１６３
Ｆ２

Ⅰ
11

記載なし
旅順東鶏山北堡塁
の掩蔽部　写真

○旅順乃木町　東京堂
●記載なし

日清戦争・日露戦争で日本が攻落した租借地、ロシア軍の将軍死した所
として有名、日本軍が４ヶ月もかかり攻撃した掩蔽の地である。

原
本

写
真

1 上：１１４

１６４
Ｃ１

Ⅱ
１

明治１４年４月
（１８８１年）

地券
○静岡県主事　榛原郡長：関口潜
●遠江国榛原郡金谷持主：服部才太郎

宅地２４歩、地価金８円８０銭、この１００分の３＝金２６銭４厘、これが地
租、明治１０年以降地租は１００分の２，５＝金２２銭となっている。

破損箇所あり
原
本

厚
紙

1 上：１１４

１６５
Ａ８

Ⅱ
２

明治３９年７月２１日
（１９０６年）

諸物品売買扣
○丸登屋店
●記載なし

乾物　雑貨　受払帳。 紙数１６枚
原
本

横
帳

1 上：１１４

１６６
Ｄ４

Ⅱ
４

５月１０日 記
○文
●才太郎

正味４貫７７０目、代金９円５４銭　以上相済みの証。
原
本

状 1 上：１１４

１６７
Ｄ２

Ⅱ
5

明治２５年９月１５日
（１８９２年）

記
○榛原郡大沢原　内田
●　ト

支掛済証３枚。
原
本

状 3 上：１１４

１６８
Ｄ１

Ⅱ
５

明治３０年４月６日
（１８９７年）

静岡県榛原郡茶業
組合規約

○記載なし
●記載なし

第１章総則にはじまり、第２章組合員、第３章粗悪不正茶及び違約者取
締り、以下第８章雑則まで、第４６条に至る規約である。

原
本

状 1 上：１１４

１６９
Ｄ４

Ⅱ
５

５月　８日 記
○糀や店
●才太郎

茶４貫５６０匁、この代金９円４８銭４厘。
原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１７０
Ｄ５

Ⅱ
５

５月　８日
記

（請取證）
○糀屋店
●才太郎

茶３貫９５０匁の代金、８円９銭７厘領収。
原
本

状 1 上：１１４

１７１
Ｄ６

Ⅱ
５

５月　９日 記
○ 十
●本町：才太郎

茶仕切書　２口　２３円５銭、この請取の鉦。
原
本

状 1 上：１１４

１７２
Ｄ13

Ⅱ
５

５月１２日 仮
○ 茶
●丸トや

茶代金２０円９１銭相渡し、とある。
原
本

状 1 上：１１４

１７３
Ｄ８

Ⅱ
５

５月１５日
仮

（仮領収書）
○ 茶
● 安　　ト

製茶３貫４６０匁、この代金３５円４２銭５厘、この領収書。
原
本

状 1 上：１１４

１７４
Ｄ16

Ⅱ
５

５月１８日 仮
○ 茶
●丸トや

茶５貫５０匁、この金１０円４８銭８厘、この渡し済の証。
原
本

状 1 上：１１４

１７５
Ｄ３

Ⅱ
５

５月２０日 記
○記載なし
●才太郎

３貫４４０目、７円６３銭６厘、内、１銭　荷票料受取。
原
本

状 1 上：１１４

１７６
Ｄ11

Ⅱ
５

６月１３日 仮
○ 茶
●丸分屋

屑７８０目、この金１円１７銭、この相渡鉦。
原
本

状 1 上：１１４

１７７
Ｄ12

Ⅱ
５

６月２３日 記
○ 千
●上本町：才太郎

茶７貫５６５匁、この代金１０円２８銭８厘、これ相済みの鉦。
原
本

状 1 上：１１４

１７８
Ｄ14

Ⅱ
５

７月１３日 記
○ 久
● ト

茶７貫４００匁、この代金８円５１銭、この領収書。
原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１７９
Ｄ15

Ⅱ
５

７月１３日 記
○ 千
●本町：才太郎

茶７貫８８０匁、この代金９円８５銭、この領収書。
原
本

状 1 上：１１４

１８０
Ｄ17

Ⅱ
５

７月３１日 仮（領収書）
○ 茶
●丸ト屋

茶２間５９０匁、この代金９円７１銭２厘、この領収書。
原
本

状 1 上：１１４

１８１
Ｄ18

Ⅱ
５

８月１２日 記
○伊七
●才太郎

茶１１貫６００目、代金６２銭７厘、この受取証。
原
本

状 1 上：１１４

１８２
Ｄ19

Ⅱ
５

９月１９日 記
○中田
●増田国平

金６３銭６厘、品代の仕切書。
原
本

状 1 上：１１４

１８３
Ｄ23

Ⅱ
５

９月２３日 記
○ 原
●丸ト

茶２口、代金３０円73銭４厘。この領収書。
原
本

状 1 上：１１４

１８４
Ｄ22

Ⅱ
５

１０月　１日 （支払済鉦）
○ 原 内田
● ト

支払済書、１０月１・２・５・２０日分の４通。
原
本

状 1 上：１１４

１８５
Ｄ21

Ⅱ
５

記載なし （支払済鉦）
○ 原　内田
● ト

茶代金支払い済証、１０票。
原
本

票 10 上：１１４

１８６
Ｄ23

Ⅱ
５

記載なし （支払済鉦）
○記載なし
● ト

茶代金相済の證文。（前欠文）書
原
本

状 1 上：１１４

１８７
Ｄ27

Ⅱ
５

欠 （茶仕切状）
○記載なし
●記載なし

前後欠文書。 断簡
原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１８８
Ａ５

Ⅱ
７

明治３１年６月１０日
（１８９１年）

證
○伊藤製茶所
●服部才二郎

繭代金：・４貫２３０匁、１５円５２銭４厘、・繭代金２７０匁、４３銭２厘。この２
通の領収書。

原
本

状 1 上：１１４

１８９
Ａ６

Ⅱ
７

明治３１年６月１２日
（１８９８年）

證
○金谷町：伊藤製紙所
●服部才太郎

繭１貫740匁、代金５円３９銭４厘、この相渡済の証。
原
本

状 1 上：１１４

１９０
Ｂ10

Ⅱ
７

明治３１年１０月１１日
（１８９８年）

貸付金証
○塚田質店
●田中（さき）

麻布の無地羽織を質入し、金７０銭を受領した。
原
本

状 1 上：１１４

１９１
Ｈ47

Ⅱ
７

大正１０年１２月２４日
（１９２１年）

書簡
○三河国碧海郡明治村：青山式太郎
●金谷駅前松運送店内：服部徳太郎

鳥２～３羽の送付依頼を受けたが、明日１羽だけ送る。信用大事なので
先ず見本を送りそれを見てからとしたい。２才鳥は１８円。

原
本

状 1 上：１１４

１９２
７６

Ⅱ
７

３月 記
○才太郎
●たのや

丑、寅年の金銭勘定改書。
原
本

状 1 上：１１４

１９３
Ｄ９

Ⅱ
７

５月２１日 記
○記載なし
● ト

茶８貫８９０匁、代金１３円３３銭、内金の残金１３円１５銭８厘支払済。
原
本

状 1 上：１１４

１９４
Ａ12

Ⅱ
７

５月２３日 キ（記）
○い店
●丸ト屋

計金６円４４銭2厘を領収。
原
本

状 1 上：１１４

１９５
Ｄ10

Ⅱ
７

６月１０日 仮
○記載なし
●丸ト屋

１貫６００目、この代金５円６８銭、この支払（済）。
原
本

状 1 上：１１４

１９６
Ａ13

Ⅱ
７

７月
・申

記（品代）
○しまたや
●丸トや才太郎

めじか、なまつぶし　等、　計６銭、とある。請求書か？
原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

１９７
Ｈ39

Ⅱ
７

９月２８日 書簡
○元名残四　村田円三
●服部鹿四郎

柿仕入れ代金４円６銭を送金、このお知らせ。
原
本

状 1 上：１１４

１９８
Ｈ７

Ⅱ
７

１２月３日 書簡
○川崎町静波:浜崎藤次郎
●服部再太郎

畳表代金未収につき、使いの者へ金額支払うように、との請求通知。
原
本

状 1 上：１１４

１９９
Ｄ25

Ⅱ
７

記載なし 記（領収書）
○文
●才太郎

２貫２２０匁、代金４円２８銭４厘、内荷物料共の領収書。
原
本

状 1 上：１１４

２００
Ｄ26

Ⅱ
７

記載なし 記（茶仕切書）
○番生寺　杉本綱吉
●上様

上茶６５貫８００目、正味５０貫３２０匁、代金１２６円２８銭、これ支払済。
原
本

状 1 上：１１４

２０１
Ｄ28

Ⅱ
７

記載なし （茶仕切書か？）
○記載なし
●記載なし

茶の仕切書と思われる。金１５円１２銭８厘の支払済。
原
本

状 1 上：１１４

２０２
Ｄ29

Ⅱ
７

記載なし 記
○ 原
● ト

米・炭代、計１円５４銭、これ確かに領収。
原
本

状 1 上：１１４

２０３
７４

Ⅱ
８

（明治）９年３月
（１８７６年）

記
○塚田弥一郎
●服部起八郎

講事等の収支報告書。
原
本

状 1 上：１１４

２０４
７５

Ⅱ
８

明治９年３月
（１８７６年）

記
○塚田弥一郎
●服部記八郎

丑１２月６会回より卯１２月８日まで、さらに辰・巳・年に至る講掛金出入り
報告書。

原
本

状 1 上：１１４

２０５
Ａ２

Ⅱ
８

（明治）２２年１０月６日
（１８８９年）

記
○村松作十
● ト

町費・丁掛金計１円１２銭７厘の支払い。内、２０銭５厘渡済み。
原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２０６
Ｈ９

Ⅱ
８

明治３３年１１月１２日
（１９００年）

書簡
○伊豆国田方郡下狩野村加殿妙国寺：落合瞬長
●上本町：服部再太郎

貸金３０円、元利共３５円６２銭５厘、これを送金されたし、との督促状。
原
本

状 1 上：１１４

２０７
Ｂ１

Ⅱ
８

明治３３年１１月２４日
（１９００年）

貯金投機済通知書
○郵便為替貯金管理所
●服部ヨモ（島田町２番地、桑原古作方）

金１円也、この貯金、当原簿に登記する。この通知書は、通帳紛失の時
に利用すること。他の１通も同じ。

原
本

状 2 上：１１４

２０８
Ｂ２

Ⅱ
８

明治３４年１２月
（１９０１年）

記（入金依頼書）
○勝間田銀行
●服部鹿四郎

・金３円也、明治３７年５月２３日御用達金、３５円の利息（明治３４年７月
～同年１２月まで６ヶ月の子息）、来る２０日迄に本状を持参の上入金され
たし。

原
本

状 1 上：１１４

２０９
Ｂ３

Ⅱ
８

明治４３年５月１日
（１９１０年）

通常為替金受領証
書

○金谷郵便局
●記載なし

金１０円也、この為替金額を駿河古庄の払渡局にて支払いする。本証書
を交付する。

原
本

状 1 上：１１４

２１０
Ｂ５

Ⅱ
８

明治４３年５月２９日
（１９１０年）

書簡（督促状）
○落合瞬長
●服部鹿四郎

金５０円也、この金額返金されたし。但し、利息を含め他の貸金共に合計
６３円９７銭也、これ送金無きときは出向いて請求する。その出張費も請求
する。

原
本

状 1 上：１１４

２１１
Ｂ４

Ⅱ
８

明治４３年12月９日
（１９１０年）

書簡（督促状）
○落合瞬長
●服部鹿四郎

貸付ている３口、つまり、①金５０円（利息＝３円１２銭５厘）、②金２０円、
③金１０円、以上合計８０円、利金を含め９２円２銭５厘、これを至急返金
されたし。

原
本

状 1 上：１１４

２１２
Ｂ８

Ⅱ
８

大正３年６月６日
（１９１４年）

記（入金依頼書）
○勝間田銀行
●服部鹿四郎

金１５円、明治３７年５月２７日　御用達金３５円、この利息金６ヶ月分（明
治４５年１月～大正３年６月）、これを２０日までに本状を持参し入金され
たし。

原
本

状 1 上：１１４

２１３
Ｂ６

Ⅱ
８

大正１１年１０月１０日
（１９２２年）

領収之鉦
○村上栄治
●服部鹿四郎

金１円５０銭、これ領収する。
原
本

状 1 上：１１４

２１４
Ｂ８

Ⅱ
８

大正１５年８月１３日
（１９２６年）

返済金の件
○五和銀行
●服部鹿四郎

６月までに金額、１２円、これを是非本状が届き次第折り返し送金された
し。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２１５
Ｈ８

Ⅱ
８

１２日 書簡
○八丁堀２丁目　かつさ屋幸右衛門
●服部

依頼されていた矢が出来上がる。事の外難儀した。もう２度と作らないの
でそのつもりで。１６日頃までにに銀行に振り込んで欲しい。

原
本

状 1 上：１１４

２１６
Ｂ11

Ⅱ
８

記載なし
才太郎分仮証入用
貸金

○記載なし
●記載なし

計１５円８８銭７厘、宿泊諸入用、貸金取立て　等。
原
本

状 1 上：１１４

２１７
Ｂ９

Ⅱ
８

記載なし 記（請取）
○記載なし
●記載なし

正味４貫４００目、この代金７円５６銭、内金として５円請取。差引き合計２
円５６銭の不足。

原
本

状 1 上：１１４

２１８
Ｄ24

Ⅱ
８

記載なし （領収証　茶代)
○記載なし
●記載なし

正味１３貫７７０匁、代金１５円５６銭、内、荷物等１８銭、引取金２０円６１銭
１厘。

原
本

状 1 上：１１４

２１９
Ｇ２

Ⅲ
６

大正７年４月２１日
（１９１８年）

第１期種痘済證
○金谷町長：塚本良一郎
●服部謹一郎

一期種痘完了証明書。
原
本

状 1 上：１１４

２２０
Ｇ３

Ⅲ
６

２月２６日 種痘後の注意事項
○金谷町役場
●記載なし

種痘接種から後の注意事項、７項目にまとめる。
原
本

一
紙

1 上：１１４

２２１
Ｇ４

Ⅲ
６

４月２４日 種痘後の注意事項
○金谷町役場
●記載なし

種痘接種から後の注意事項、７項目にまとめる。
原
本

一
紙

1 上：１１４

２２２
Ｃ２

Ⅳ
１

明治３２年４月２２日
（１８９９年）

（本町男子生徒組
長任命書）

○金谷尋常小学校長：佐塚と子吉
●服部徳太郎

本町上組の男生徒組長を任ずる、とある。
原
本

一
紙

1 上：１１４

２２３
Ｃ３

Ⅳ
１

明治３２年４月２２日
（１８９９年）

（本町女生徒組長
任命）

○金谷尋常小学校長：佐塚斗子吉
●服部きぎ

服部きぎを本町上組の生徒組長に任ずる、とする任命書。
サイズ５９ｃｍ×
２７cm

原
本

一
紙

1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２２４
Ｇ５

Ⅳ
３

記載なし （墓標文字）
○記載なし
●記載なし

「萩原吉左衛門　日吉婦美刀自之墓」とある。
原
本

状 1 上：１１４

２２５
１３３

Ⅳ
３

記載なし 行列（葬列）
○記載なし
●記載なし

葬列の順序、割付、１、旗・線香・近所４名、２、経文２名、３、大線香４
名・・・・・・・と列記。

原
本

状 1 上：１１４

２２６
Ｇ３

Ⅳ
３

記載なし （墓標文字）
○記載なし
●記載なし

萩原左衛門　日吉婦美　之墓。
サイズ６１ｃｍ
×２７cm

原
本

状 1 上：１１４

２２７
Ｇ８

Ⅳ
３

記載なし 行列（葬送）順序
○記載なし
●記載なし

１、旗　近所　１、燭代４名、１、血脈３名、１、六尺６名･･･････と続く。
サイズ１３７ｃ
ｍ×２６cm

原
本

巻
紙

1 上：１１４

２２８
Ｇ９

Ⅳ
３

記載なし 神札
○記載なし
●記載なし

護符　男女2枚。
原
本

状 2 上：１１４

２２９
８７

Ⅳ
４

記載なし 詩文
○記載なし
●記載なし

詩文２首の添削。
原
本

状 1 上：１１４

２３０
Ｇ10

Ⅳ
４

記載なし 鬻鱗余興蘆印譜１
○印判師：服部余六郎
●記載なし

諸処の印判集である。
原
本

小
帳

1 上：１１４

２３１
Ｇ16

Ⅳ
４

記載なし 消息往来
○記載なし
●記載なし

消息文例の習字手本。
原
本

折
本

1 上：１１４

２３２
Ｇ18

Ⅳ
５

記載なし 短歌
○記載なし
●記載なし

短冊に書かれた短歌。２４通あり。
原
本

短
冊

24 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２３３
Ｇ１

Ⅳ
６

明治２３年３月１１日
（１８９０年）

（木下闇釼の稲妻
下の巻）

○駿河国静岡市呉服町静岡県平民：酒井源五郎
●記載なし

愛知郡岡崎村の菅沼八郎は、愛知県から後妻を娶り、２人の子供があっ
た。安次郎は義理ある中の忘れ形見故、妻は人目をかねて何事もなく過
ぎてきたが、兄安次郎が成人になるにつれ家のうちに波風が立ち、妻は
女心のあさはかなところから安次郎を押し片付け、後継等の問題が生じ、
家内に稲妻の様相となる一場面。

原
本

小
帳

1 上：１１４

２３４
Ｇ11

Ⅳ
６

明治３４年１月１日
（１９０１年）

世界の名画
○博文館発行
●記載なし

ヨーロッパの主要美術館の名画９点を集めたもの。例：イタリアのミケラン
ジェロ等。

原
本

絵
図

1 上：１１４

２３５
８６

Ⅳ
６

記載なし 人物画
○記載なし
●記載なし

２名の人物画、中央から破れ、保存状態が悪い。
原
本

絵
図

1 上：１１４

２３６
Ｃ７

Ⅴ
３

明治１５年１月１４日
（１８８２年）

服部とら香典帳
○記載なし
●服部（後欠）

服部とら死去に関して、その香典帳。
原
本

竪
帳

1 上：１１４

２３７
Ａ１

Ⅴ
３

明治２１年９月
（１８８８年）

諸品買物帳
○安場内　松浦（裏表紙）
●　○ト屋（裏表紙）

日用食品類を記帳（例：醤油、芋、ねぎ等）、９月まで計金１３円３１銭９厘
１０月分計金５円１５銭５厘、などとまとめる。

原
本

横
半

1 上：１１４

２３８
Ａ３

Ⅴ
３

明治２５年２月２５日
（１８９２年）

記
○金谷町：大石安平
●本町：服部再太郎

家賃の受取書。明治２５年５月より同年１２月までの８ヶ月分、４円也。
原
本

状 1 上：１１４

２３９
Ａ４

Ⅴ
３

明治２５年１０月１６日
（１８９２年）

鉦
○大石孫八、村松勇作
●服部再太郎

明治２５年の家賃１７円の受取証、２５年６月１５日に４円、８月１５日に４円
１０月１６日に９円を受取る。

原
本

状 1 上：１１４

２４０
Ｃ４

Ⅴ
３

明治３８年５月吉日
（１９０５年）

万日加恵
○金谷町：服部再太郎
●記載なし

家計簿。
原
本

横
半

1 上：１１４

２４１
Ｃ５

Ⅴ
３

明治４１年３月１６日
（１９０８年）

服部再太郎香典帳
○服部鹿四郎
●記載なし

香典帳。
原
本

横
帳

1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２４２
Ａ９

Ⅴ
３

明治４３年月２８日
（１９１０年）

記
○金谷町：三保屋酒店
●服部徳太郎

品代３件、４円８８銭の受取。
原
本

状 1 上：１１４

２４３
Ｃ６

Ⅴ
３

明治４４年１２月４日
（１９１１年）

服部
○服部鹿四郎
●記載なし

服部せんの香典帳。
原
本

状 1 上：１１４

２４４
C９

Ⅴ
３

大正１５年２月１４日
（１９２５年）

服部末次郎香典帳
○記載なし
●記載なし

香典帳。
原
本

竪
帳

1 上：１１４

２４５
Ｃ10

Ⅴ
３

昭和１４年９月
（１９３９年）

退職許可御願
○金谷町本町：服部謹一
●工場主任

病気で休業中、２回目の発病で家族も心配している。この際、十分静養し
て完治したい。それで退職の許可を願う。

原
本

状 1 上：１１４

２４６
Ｃ11

Ⅴ
３

昭和１５年９月１日
（１９４０年）

御餞別帳
○服部謹一
●記載なし

服部謹一の出征に付き、その選別帳。
原
本

横
半

1 上：１１４

２４７
Ｃ12

Ⅴ
３

１月 万日加恵
○丸ト店
●記載なし

日常の家計簿。
原
本

横
半

1 上：１１４

２４８
Ａ14

Ⅴ
３

１２月３日
記

（畳表代金書上）
○浜崎
●服部

畳表上中下85枚、この代金８円５０銭の請求。
原
本

状 1 上：１１４

２４９
Ａ15

Ⅴ
３

記載なし （出金覚）
○記載なし
●記載なし

米、味噌、酒　等の食料品及び日常品等に関する日別の出勤覚書。
原
本

状 1 上：１１４

２５０
Ａ11

Ⅴ
３

記載なし （支払控）
○記載なし
●記載なし

日常品の支払金控。
原
本

綴
り

1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２５１
Ｈ１

Ⅴ
４

明治２４年正月２２日
（１８９１年）

書簡
○伊豆国君沢郡錦田村玉沢村：落合舜長
●遠江国榛原郡金谷町上本町；服部再太郎

母から是非来るようにとの書状届く。それで潮海寺の辰巳屋へ行ったとこ
ろ、母を引き取って欲しいとの事、申し訳ないが兄のところで面倒を見て
欲しい。自分は未だ住職する寺もなし、痒病激しく養生専一にしている。
全快したら必ず迎えに行くので、以上お願いしたい。

外に２通、封
筒あり

原
本

状 1 上：１１４

２５２
Ｈ２

Ⅴ
４

明治２７年２月１７日
（１８９４年）

書簡
○伊豆国君沢郡錦田村玉沢村：落合舜長
●上本町；服部再太郎

本年１月中に御地へ伺う約束であったが、多忙にて暇もなし。３月には身
延に入山するので、用件を手紙にてかたづけたい。

原
本

状 1 上：１１４

２５３
Ｈ４

Ⅴ
４

明治２７年８月２３日
（１８９４年）

書簡
○歩兵第７中隊：服部鹿四郎
●榛原郡金谷町：服部再太郎

歩兵第７中隊に入営。身の回りの品が届かない、下宿まで送って欲しい。
原
本

状 1 上：１１４

２５４
Ｈ50

Ⅴ
４

（明治）２８年６月２７日
（1895年）

書簡（封筒入り）
○歩兵第７中隊（とよはしにて）：服部鹿四郎
●榛原郡金谷町：服部才太郎

清国大連湾を出発（２０日）、広島宇品港を経由して６月26日豊橋に着い
た。海上も道中も無事であったことを知らせる。

原
本

状 1 上：１１４

２５５
Ｈ８

Ⅴ
４

明治３１年２月２日
（１８９８年）

書簡
○伊豆田方郡下狩野村賀殿妙国寺：落合舜長
●金谷駅上本町：服部鹿四郎

金子借用に状に対する返信、当方も昨年９月の大風災でその件は難しく
なっている、というもの。

原
本

状 1 上：１１４

２５６
Ｈ10

Ⅴ
４

明治３４年３月２１日
（１９０１年）

書簡
○伊豆国田方郡下仮野村加殿妙国寺：落合舜長
●服部再太郎・同鹿四郎

３月１日発送の書状に対する回答の督促、内容不明。
原
本

状 1 上：１１４

２５７
Ｈ33

Ⅴ
４

明治３４年６月７日
（1９０１年）

書簡
○豆州田方郡下狩野村加殿妙国寺：落合舜長
●遠江国金谷町上本町：服部再太郎

貴方への貸付金に付いて、幾度も催促し、期限を延ばしてきたが、その
期限が来ても何の返事もなく如何なる了見か、至急返済されたし。

原
本

状 1 上：１１４

２５８
Ｈ６

Ⅴ
４

明治３８年１２月６日
（１９０５年）

書簡
○落合舜長
●服部再太郎

近況報告（特別の用件なし）。
原
本

状 1 上：１１４

２５９
Ｈ11

Ⅴ
4

明治３９年３月６日
（１９０６年）

書簡（封筒入り）
○田方郡下狩野村加殿妙国寺：落合舜長
●金谷町本町：落合才太郎

妻の近況を伝え、季節の衣類（妻）を小包便で送って欲しい、と妻の実家
（兄）への書状。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２６０
Ｈ12

Ⅴ
４

明治４０年３月１日
（１９０７年）

書簡
○落合舜長
●服部再太郎

千寿のこと、産後大病、一時帰宅させたが、快気の上は至急こちらへ帰
されたい、との書状。

原
本

状 1 上：１１４

２６１
Ｈ13

Ⅴ
４

（明治）４０年５月２３日
（１９０７年ｊ）

書簡
○伊豆国田方郡下狩野村加殿妙国寺：落合舜長
●榛原郡金谷町本町：服部再太郎

３０円の借金の言訳け、すなわち始めは１割５分の利付け返済を言ってい
たが、結局都合できなくなった、という書状。

原
本

状 1 上：１１４

２６２
Ｈ14

Ⅴ
４

明治４０年７月１日
（１９０７年）年

（書簡）
○落合舜長
●服部再太郎・鹿四郎

用立て金の３０円は他より借用した公金であるから、至急返して欲しい、と
の催促状。

原
本

状 1 上：１１４

２６３
Ｈ15

Ⅴ
４

明治４０年１１月１０日
（１９０７年）

（書簡）
○落合舜長
●松永亀太郎

ご両親病気にて看病人が必要とのことながら、当方も臨床中で人手不足
につき、来春まで待って欲しい、との侘び状。

原
本

状 1 上：１１４

２６４
Ｈ16

Ⅴ
４

明治４２年１２月２７日
（１９０９年）

書簡
○落合舜長
●服部鹿太郎

老婆の遺骨納め、大勢で伺い、ご馳走になり忝い。その帰途、興津・沼
津に立ち寄ったこと、等を細々記し、追伸として２銭の切手不足を払って
欲しいという。

原
本

状 1 上：１１４

２６５
Ｈ17

Ⅴ
４

明治４３年８月２２日
（１９１０年）

書簡
○落合舜長
●服部鹿四郎

貸金催促の書状。
原
本

状 1 上：１１４

２６６
Ｈ18

Ⅴ
４

明治４３年１０月２６日
（１９１０年）

書簡
○落合舜長
●服部鹿四郎

寺金の整理の都合もあり、貸付金及び池上氏への勘定金５９円８７銭の
返済について、至急返事をもらいたい、との要請文。

原
本

状 1 上：１１４

２６７
Ｈ19

Ⅴ
４

（明治）４４年１１月３日
（１９１１年）

書簡（封筒入り）
○田方郡下狩野村：落合舜長
●服部鹿四郎

請求に回答なく、返金もないので、代理人を差し向ける。承知のほど、と
いう趣旨。

原
本

状 1 上：１１４

２６８
Ｈ20

Ⅴ
４

（明治）44年12月22日
（１９１１年）

書簡（督促状）
○落合舜長
●服部鹿四郎

松永亀太郎に返金交渉依頼にも関わらず未だ達せず、自ら回収に向か
う、との通知。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２６９
Ｈ22

Ⅴ
４

昭和１４年夏
（１９３９年）

書簡
○服部謹一
●猪俣組親交会

入院中、永井氏見舞いに来られ、見舞金を頂戴の礼状。 虫食いあり
原
本

状 1 上：１１４

２７０
Ｈ21

Ⅴ
４

昭和１４年９月
（１９３９年）

書簡（退職挨拶）
○横浜市：服部謹一
●親交会

病気療養に付き退職、その挨拶。
原
本

状 1 上：１１４

２７１
Ｈ24

Ⅴ
４

２月１２日 書簡
○鹿島龍（治）
●欠

年始挨拶。 文章後欠
原
本

状 1 上：１１４

２７２
９５

Ⅴ
４

２月２４日 書状
○神立愚鈍
●服部宇右衛門

舟橋の主馬という人を、都合により一宿泊めて欲しい、その他細々と近況
を述べる。

原
本

状 1 上：１１４

２７３
Ｈ27

Ⅴ
４

３月１９日 書簡
○江尻志茂４丁目：末次良郎
●服部よも

父の病気見舞いと金２０円を送金したので、荷物が着き次第受取を送っ
て欲しい、との通知。

原
本

状 1 上：１１４

２７４
Ｈ30

Ⅴ
４

５月１８日 書簡
○井定　翁
●都留老兄

差出人は受取人に文筆関係の指導を請うていて、この文書本文では受
取人の尋ねに応えている様子が伺える。

原
本

状 1 上：１１４

２７５
Ｈ29

Ⅴ
４

５月１９日 書簡
（推敲のお願い）

○高橋藤蔵
●服部源蔵

貴方にお願いしている私の拙い一篇、来春再会のときまでに推敲をお願
いしたい、との依頼。

原
本

状 1 上：１１４

２７６
１０５

Ⅴ
４

５月２５日 私信
○大塚藤哉
●服部右衛門

手紙拝見そのお礼。京都上京の節は兄が京都に下宿しているので訪ね
てもらいたいこと、また痢病除けの薬を心がけ送ってもらってありがたい、
などを告げる。

虫食いあり
原
本

状 1 上：１１４

２７７
Ｈ31

Ⅴ
４

６月　３日 書簡
（単衣の依頼）

○きぎ
●よも

先ごろ父上が病気だったと兄より聞いたが、見舞いも出来ず申し訳なし。
又こちらでは皆単衣を着ているので、私の普段着だけでよいから単衣を
急ぎ送って欲しい。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２７８
H32

Ⅴ
４

６月　５日 書簡
○服部鹿四郎
●記載なし

本月中旬大連湾より宇品、神戸の２港に着、本土上陸はその時直接通知
する。上陸後直ちに車中の人となるだろう、豊橋に着くのは今のところわ
からない。後便にて知らせる。

原
本

状 1 上：１１４

２７９
１０７

Ⅴ
４

閏６月　２日 書状（私信）
○神立愚鈍
●宇佐身宇平太・服部宇右衛門

宇平太からは先だって書状をいただいた。また宇右衛門の事、龍介とも
に心配であるが近年世の中いろいろやかましく、文通も事のほかに出来
かね、申し残すこともある。

前欠文書
原
本

状 1 上：１１４

２８０
Ｈ34

Ⅴ
４

７月　２日 書簡
○常意
●宇右衛門

中村久次郎が４月晦日より病気養生中であったが、６月２７日病死した。３
月にはこちらにも見えて面談したが残念に思う。左平次方へは母の書状
一通届ける。

虫食い
原
本

状 1 上：１１４

２８１
Ｈ36

Ⅴ
４

９月１１日 書簡（封筒入り）
○島田町：小沢房吉
●勝間田村大沢原：服部再太郎

度々の使いに金策に難しいならば、昨夜までに物品を持参するように念
を押して帰ったのに、又また約束を違え、この上はどのようにも聞く訳に
はいかないので、使いの者も只では帰らないから承知してほしい。

使いに持たせ
た状がもう一
通在沖

原
本

状 2 上：１１４

２８２
Ｈ38

Ⅴ
４

９月１６日 書簡
○（豊橋）第６８連隊：服部鹿四郎
●服部才太郎

身辺の諸事を細々と記載する。
原
本

状 1 上：１１４

２８３
Ｈ40

Ⅴ
４

１０月　７日 書簡
○山地多蔵
●服部源左衛門

富士の図を描いたものがある。その中に、荒井（新居）の海にて見る富士
見付で見る富士、二川の手前の塩見坂で見る富士等がある。この所の景
色は絵でなく、細密に半紙に取るばかりで、本来の富士の絵を頼みた
い。貴方に山の様子、その所の風景を描いて欲しい、くれぐれもお願い
する。

原
本

状 1 上：１１４

２８４
Ｈ41

Ⅴ
４

１０月　９日 書簡（封筒入り）
○木佐森通栄
●服部謹一

病気見舞い、激励文。
原
本

状 1 上：１１４

２８５
Ｈ４

Ⅴ
４

１１月　７日 書簡
○戸越玄芝
●服部宇右衛門

芝川苔、雨畑石（硯）浜ぼう、紅の大輪椿の事、その他、親族回忌など記
す。

原
本

状 1 上：１１４

２８６
Ｈ４

Ⅴ
４

１２月　７日 書簡
○（平坂村）大河内鉄之助
●服部

二木鳥のお尋ねに回答したもの。この鳥の特徴を述べ、最後に尾張国東
の浦半島に沢山いるので、一度行って見て見たらどうか、と勧めている。

原
本

状 1 上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２８７
Ｈ52

Ⅴ
４

１２月　８日 書簡（封筒入り）
○かさい　山下はる
●青地　おすま

倅は流行風邪、未四郎はリュウマチにて身体優れず、私も歳のかげんで
疲れが出ている、など、周囲の暗い雰囲気を伝える。

原
本

状 1 上：１１４

２８８
Ｈ46

Ⅴ
４

１２月２４日 私信
○妙国寺方：服部きぎ
●記載なし

都合次第で着物の送付を願う、とある。
原
本

状 1 上：１１４

２８９
Ｈ48

Ⅴ
４

１２月２５日 私信
○共生病院内：近藤とく
●服部鹿四郎

病気見舞いを謝し、今は退院して元通り勤務に従事している、ことを知ら
せる。

原
本

状 1 上：１１４

２９０
Ｇ13

Ⅴ
４

記載なし （印鏡）
○持主（服部余六郎）
●記載なし

印判版本、相良町内各種。
原
本

折
本

1 上：１１４

２９１
Ｇ14

Ⅴ
４

記載なし （印鏡）
○印判師　服部　（所有）
●記載なし

様々な印判を押したものを小さな帳面にしてある。（役場・民間商社等）。
原
本

小
帳

1 上：１１４

２９２
Ｈ51

Ⅴ
４

記載なし 書簡
○７中隊２班にて：服部鹿四郎
●服部再太郎

先日父親が面会の折、時計等を差入れしてくれた。又手紙など頂き皆様
によろしく。７中隊が出発のときはハガキにて通知する。

原
本

状 1 上：１１４

２９３
Ｈ53

Ⅴ
４

記載なし 書簡
○はっとり源蔵
●しまた金弥様御しんもじ様

時候の挨拶と当方家族の無事を告げる。主たる内容の記載はない。
原
本

状 1 上：１１４

２９４
Ｇ７

Ⅴ
６

記載なし （火星の図）
○竹まん
●記載なし

簡単な図を載せ、「火星也」とコメントしている。
原
本

状 1 上：１１４

２９５
外２

Ⅴ
６

欠 断簡（その２）
○欠
●欠

新聞の断片　等。
原
本

状
一
括

上：１１４



通し番号 分 年号　　年　月　日 ○差出人（住所・役名・名前） 箱番号

整理番号 類 西暦（　　　　）・干支 ●受取人（住所・役名・名前）
上：原本
下：コピー

撮
影

標　　　　題 摘　　　　　　　要 備　　考
原・
写区
別

形
態

数
量

２９６
外３

Ⅴ
６

記載なし 断簡（その３）
○略
●略

手紙の封筒のみ（中身なし）。
原
本

封
筒

13 上：１１４


